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熟埠萱理基準琴開す灸碑窪琢畢乙峯して｛、、暫隼堤・勝熱堺

・ハイリス規卿難、唇旨菟11（購榊蝉確

興馴“臨本舘瞬勲もゴリ馬紛舛輝
とら瑠介歯9〉。難聯郷瞬鱗確雛児疹
榔お、騒騨管興閑鎚謄師勤齢そ唄
研究の車体昧ノ’チ．ツろぞ卑 、○ 黙星で教？ て’ン1そρ暦誰

の車流獄曄度④かイ黒蓉ク犀や牽熟児奪響察母責室零観

察y，義要す爵憾由鳳辱癒奔新隼児集中沿採睾蝉 耳㌔9

1V）薦飽妬無鰹瀕す為匙聯？燃岬和
蕗曙蜂φ野、雛嘩騒統纏よれ燐脚潤
全体の新生児死亡率は6，8とのことである。乳，、q⑳ム④

出隼で6，8人が新生児期（殊に早期新牛屡蝉寺いわれる

生後7日以耐饒酵盗凝翻罵：響κ繭繭医

甦紳中、辺贈榊嚇騨を勲．研桝当然
願猟漸生瑚啄盲鱒勲騨町噸柚9
瀬，懸卿1蝸の聯？∫趣黙1竃3繍欝
嵩賜、諄紺慢ρり卿辮あ？覧蝉降磯
従牽禾終甕實無琢女ぷ獄塾母ゼ保存的な繕螺噸・cす夏“

禰対象を酒卯さ，姿、ζ5、簿者り鯛奔皆よ穀計算型菟象甚湊

となり・鰍醜稼鯵勢レ・弊響・・鍵・墜
　を提唱した。

　従ρて， 1，000人の新生犀中950人は健康な新生児とい

：らこ・ξに鱗、勢墜につレ勲響法騨｛騨は臨
学的レごも， ，狸学猷も喪躍鰍鰍ある・ 孕ろ

11

（

　、い　■

　　　　　　　　　　　F‘崎∴』』 叶c

頒と』“そ繍弓鰍羅児磯誰雌紬卸麹
るようになったのは，・r 活魔飾槻繍ど教rら
れ，工業化社会にみら職多傾臥と恥えようが，1近代化の

鱗と し輝切公騨問罫さ、樋よう肱逸9は
蜘の雛ゼ擁魁槻雑φ分野都颪 蝋
栄卿腿人騰養の激戦解桝る；とウ解よ
う。

近夜化雄蹴魏際し誠それ亭ご伴な獅勧い
し弊害を考慮しな、肱ば妨ないのであるカ1漸生児の

栄養では， その点の配慮がかけていながったとはいいが

たい。施誰分娩激増の鎮向がゼ 母乳栄養褒退の他に油な・

にか嘩を燃磁溝賭ゑ考脚即れ黙鯵い
徳鱒蝦轡隆挿嬢ゐミありそ らである・そご

嘩者は譲麹幣の騨と・』炉間吻槻た押
唾づいて，葦して・蘇新甥劇｝児科学的沙児
保麟的1縁察しぐ 問騨を儲しよ うと試み嵐朱

熟児歪1ハイ「，り孫ク児？病的新生児に関しては“すそに論

じつくしたと考えられるがらである。

　　　　　　ブFや・窪F〕胃 蓄Yく、r 』二b㌦1り 　1馨ε巣
1課懸告鷺駿鷺、ミ冷．

．』、．1？碑騨φ薫欝御繊疑 91 1975年には識が国

の鋤娩φ鰯％櫛灘岬終，殊拠た屯唾
鰍分噸加獺鮮年麹つ下轡でレ’るので・ 馴
国あ翁生児饗護を論ずる場合，総ぺての分娩が施設で行

なわれると、．・r揃慰立ら窺よ縦う1セ認われるgト分

娩の立合者は98脇φ9％勉わち韓撒φ魑が
医師，残りが助産婦ξ亦1 参ととであ畜がlrごれ蛍年灰麹

鱗曄の鯉勲卿聾あり・1。確近づrも
娩思沸る！一：、i．、イ’．捗“
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日本総合愛育研究所紀要

ゆる母子別室制の新生児養護が行なわれており，更に詳

しい内容は統合病院では69，3％炉退院1まで，で26、4％が隼』

後の一定鯛2・1％腋間ゐみ謹院で昏ま輪廟逸
院まで，42，9％が生後の一定期間，4．8％が夜間のみ，

その他の産科を主とする病院では66．7％が退院まで，

275％が生後一定期間，2、0％が夜間のみ母子別室が行

なわれているということであった・蜂耀期間やう

ものの内容は1日から6日以上まであったが，生後1日

というような必要最短の観察期間ではなく，生後5日間

にピークがあった。我が国の施設分雄悉峠過半数が，大

なり小なり母子別室を行なわれているということにな

る。母子同室制をとっている施設もない訳ではないが，

麹表蛎すタ．うに・母子胆鯛し転・、孝勢こ遷し

て喝 もρばかりとはいいにくい．

鯖ノ1表 母児同室の形態（・％〉ド　　』 ＼』

第14集

第5表新生児室専任の看護婦の有無

一 』　　　～』弓
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総自倉一病ピ 院』・

、くこz受．て一二甲・　ぐ　

産　　　　院

マそ 　の　　他

産科病棟独立

産科婦人科混合

他科との混合

合 計

卜・る

　195
（51．7）

　14
（66．7）

　48
（42．9）

　51
（53，7）

　112
（54，4）

　94
（45．0）

』、 2疑7
（5σ，・4）’

厘」計
　182
（48．3）

。7
（33，3）

　64
（57，1）

　44
（46．3）

　94
（45，6）

　115
（55，0）
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（49二 6）r

377

21

112

95

206

209

510

病麟容喬課辮縷婁舞蝉
総合lr 院『f21・／8519ノ鵯「2．1

肇お他の病謝1illl”計
募

第2表・正常新生児の診療責任者＜％）』スぽ

病麟容産科轍罎雍騨劣東欝
総 鯉1院18a2！－叫剣シglglr 1・7

』
院r7乳31 ・副 ¢1遍r．・

その他の瑚 8乳・1到・1牝r－27

第織騨縦児の診療粋都簿、、，
ひ、

墨lll讐響鰐

卿卑、雛児と看脚の齢、雪、
； 、

忌　 　
新生児3人以下1人

1磐渠1難蜘瀦ズ 鍛握歌 雛嬰丁
r計’

l　　　　　　I

　　　　総合病院14（7．7）164（蝕2〉』

樽麟湾1，、稗』 、・つ・
㌔ r・』 r脚』

餌， ，「rr 気．ρ1穆 5（義ゆ・ 14（314）

　最後噛蝉鱗護に当たる人鯖医師の船こは新

生児が聯嫡るか騨筋る魔分1ナて，髄婦翻
合には暦護する新生児の数え対する看護婦の割合と，

新
生厚室専年の君護嬉の有無につい七〆それぞれ第・2表

獅衷，』第4裏第5表ゴに掲げておく．

』勉声い数勉紹介したが・最近になっ七小鵬医が

獅年児医療にめざましい進出を行なっているものの，そ

桝声と・してハイリズク児・未鞭ll輸馳児廟し

てであうので第3表を別にすれぱ1著1し恥誤や違いはな

y’も9と考えてよい。厚生省参母乳脊児を奨励：しf母乳

育児の庫功は，・rレ～つにかかって新蛋児期め扱ぴkあるiと

どが韓調されている〃〉kそれ淋新生児書児の実際に壕

鶴禦し蓼い蔀鱒磯、轡廻1
　　㌧　　　　　　　　　　　　　　　、！）篤』呂，1｝∵」ドヒ

皿．新生児医獅獄剛鍋師 ll、、llvご、ヤ＝」、

　我が国では分娩が殆と100％施設内宅肴捻われ畜と》㍉

つ燐新生児の鰻ないし医撫，泌繰』引・き 続い

てボ絶誰内で行なわれうことになるよぞれが貌幼児傑健

騨にと って輿しヤ・ごとで秘う書齢擁論ず勅

脚と傭効」つ媚駅ある硫ド『搭紛娩あ痂

奮禦藩鴇襲競魏鮮餐饗吻

〆　

44（24．2）

』4（30・＄）』

」15（33，3）

120（11．0）

1（7．7）

5（11．1）
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宮崎＝乳幼児の発育も発途並に獲護改善に関する研究

“産㈱こすれ壱藻乳是よ三麟された分娩室で激急の人購スのみ磁く‘1 母罐醐問中・ 冊の世話を）し

員や騰∴鰍曝∫：灘用具が整備さ煙乏ころてiぐれ臆閂の家政婦がr保健襯砺鞭されて
㊥腱を動のは当然筋ろう麟れが我が国噺生い焼とを思咄す・・（嘘・』ハ（∵rGゴく激畷審1

児死亡率を世界か灘ま鴛下せ樋瀕因であろう一’・蟷曝う鵬肋う緬 家庭働を望まし嘩す

カ）らil・、小児麗の働㈱支撒べ靱とのよう・隠わ総翻雑す舳の観科学醜初翻がなされて
れる．ま脳。、産科側聞海齢死亡率を泄界㊧導≦る脚：～邸燐鋤、1し澱近に嫌漸生懸

聯驚蕪轡騨セ騨れ灘驚綴鷲輩灘懸
、…囚》児科働帰繍御脳ような理由で我が国生児に対し《涜どえ多少繰思われる刺激噺無

の助産鰍の獄からす塒微
とそれに引き騨鰍よりはま楓出生直後から1年間の発育蚤鯛の

生児磯灘撒内で行なわれる獄に1…耀成どい追即結果・F∋…従勲匁ゼ久脳蹴ついて蜘ら撫ヤ’
獄こをまゆぬ》る1；｝，しが∫し声1：核家族化が進むにつれ子供た…灘ζ1・搬厭謝獄乞を樵卜縦騨

脚適醐の家族にとうては卿場那ド・偽て消 しヱい脚シを受け瓢： それ啄応する置とはill

分の新生児の育膵として鰍しい，舶腋える 日その発達をうな力鋤機となり，雌直後から個性を示

幼のよい罎間はおろが6、翻齢つ認輝勉え す縦児微特の餌聯適切姻応を樋輝るζと
なV、住騨蔽あってみれば訊齢掘や起翫なそま謀母賑齢れ継ふさわし殿駅あうと搬し
レ、る現在の助産鰍の窟護力が紛愈レ・曽繍癩…でいる6iこの点；誌家庭分鄭あれば講はもちろ醸父

禽鄭表力、ら・も知られよ弧．核家族の場合それにす傭生児の雌離力職Braze瞬傭児｝謝口廼

らた齢ざるをえない鵬が多吻筋る5皐監糧きる調上のよ6蜥究力鞭賓り』カなど恩ll側lcじ
産科側の鰍，妊産婦を含む家族め利害とが」教いこまで1父母が入鰻こ繍し’灘壱漢塑醜・

て‘ξ、専まとんど、。。％の施設分御う、継鰍ので儲麟蝉彦る嶺向が現わ憾盤臨てじ

あろ弧
、ここに，、、利害力鰯聯致しな噺生児がるものと思瓢が晒卿が漣康な雛児燈

生まれてぐることが問題になる。《，家庭分娩閣1撒分えr殆ど認め塑饗峨が国継問題とむ卿鍵て一

娩でセ灘》なカ｝望みえな畷母性を高揚されるレぐみが・靱必要が柳鍵筆輝・尉臨短』鵬
紘。母子の脇テ馴を通じてFl・、新生児に適即漁鱒輪・・人㊧満雛児を産んだ産婦を’研を

刺激を与える利点があるとする騨みられてい獄鰻台嚇韓まゲ手・分間観察して・うち5人眺ち

詳細は後で論．じるとして縞くから“倣ばイ、ギ購費ん卿や職を壬φひら蘇でf・12人セ螂獣赤

をま，，子騨多：、健康な家庭生活に伴饗．・撚生まれでくちゃんの頬鞭き⑫？きil卿人聯やん雌

翻倣く騨一歩購庭鋤確之力蟹しヤ・面西目．と・目が食獅参姿勢鱒匙を雛し

と樋考え方が旗と鰍・ゆく韻、♪・ 」． 忌1， 1ている・このよ畑子嫁猟1側切離合手術噸

，、 これ壱ま医報∫宝育膿
どにばあがらさ調縦れ筋のために・・と縦繭睡附記榔ヤ｝縦

て▽～なじ♪力雪メ 。妊肱、家庭磁 臥て
もよいものと施設み砿鰍分搬ミ医購護婦が同室購獅

融獅ものとに区分するのに努力している産科医なわれてお鱒醐麟ウ1おるセ鋤卿ら式鮒

袖ム吻一，保健婦に，また，家庭分娩のためのが整淋楓三無ゆ嫌が出生直働ら現獅

鷺難灘㌻黎購離鷲お耀麟 蒙議瓢藁麟灘筆雛纒駕羅
を乗せた，いわゆる飛行小隊を現場に贈鱗制脚K聯④よ鱒研究織融行なわれているじと幽》〉

趣畷力瞬鯛民脚当麗乾；・』騨燃うてレ職二悪・ 斑毘1一湘1概
魏1鑛鷺篇雛轡書轡響藪論轟灘冤綴雛講讐騨塗
，∫；こ傭灘，タ静を燭；するイギリ ス流と趣後の新生児力鞭鰺爵父艇ρ他の環獅継
えようが，人齪樋する駐蟻国であれば，∫医筋力痴勧を幽灘ウ雌 しだしてし鮮と無我女

便麟勉じて沸賭の醐な賊希望麗す礁に多く卿を郷卿るオ1・煙擬影卿蜘級
麟っズ 」かる耀，．オラ、跡も同噸燃7デ鐸Q最腿樋碑瞥群趣
があ輔当数の家庭分娩が行な魏1そ噛医療あるのは驚紙脚ウ喫噸臨・ 瓢黛』．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
戸23一



日本総合．愛育研究所紀要 第14集

気鰯節ま働員して・縣防止のための・極端な母子 K置aUSらは，、施設分娩よ・り，家庭分娩のほうが，
母の

膿制度を行なっているのをみただけFこ・我が国の縦喜びが大きく，多くの母は餓の嚇でオ，レガスムスに

児養護の考え方のマソネリズムのようなものを感じるの似憾覚を繊したとも記してレ》るのであるが，・これカ｛

である・写欺みるような病院に鋤る・生直後から塒の魏働を擁するとも解釈されそうに思われる

の・母はもちろん父親までが参加する新生児の鵬写けれど・ これは今後の研究にまつと・して，
澱分焼瑛真家もはいることのできる縦児棟は・瀟なまで嚥現しうるものであ翻・大獺秒しく思われる．

　染防止の施策を貨なったうえでこそジ安全に機能すると　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　も思われるので｝ 我が国では1 その前に行なわなければ　　　IV　提　　　案

灘擬ll欝ある轍らな脚まならない；と
蜘の施設分娩鰍と・そ醐嫡生腿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．理及び心理の観点からの評価的検討を行なった』我が国
二同じ論文の中で・ KlausらはCar二f・職の紬の施設分娩朧科医をはじめとする分娩介助者の館を

C「ugで行なわれた52の家庭分娩の際の助産婦の観察を主として推進されており，妊産婦の便宜なレ、し櫓ま二

紹介してい猟それから得られた㈱ま・二以下に記すの次にされているよう壱こ思われる．まして，、新生児の都

8獺であったという…　　一　　合は大きく無視されているようである．育児の原則の一

（1〉母が簾的紛数隣した一こ繊酬おつはジ児嚇わった能力は，、郷する齢を与えて敵
動ため曙腰自分曙び・漣暢所や立儲嘱ることであろう。みてきたとうり，縦児は（

もちろん
嚇をしつらえ・隔や拙の際 』入齢娩ではみられ蝋の状態にもよる力書），裸の母の傍に勧状鰍おカ、
な峨極的に自煙ふり・しぽったことに現われていた・れると・かな彌こ働きかけることが鯖れ，

母の反応
これは助産婦の鱒こ従ったのかもしれないガ槻人中及び母からの自発的働き力傑あいまって，母子の囎

37脚膝稚で・ 他蜘臥位で分娩を行なら たという行鱗離ってゆく6、
が・ これらの体位が生まれて来る赤ちφんを見やすい体　家庭分娩の雛母は積極的に行動することレこも触れ

位であることは注目すべきではあるまいか。．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たがゲそのような母が，生まれたばかりの赤ちゃんに積
　（2）生まれるとすぐ， 母は赤ちゃんを抱きあげた一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　極的に働きかけるこどをみた。母性能力がそれだけ向上
膝手位でお産をした母も・胎盤娩出前に体位を変えて赤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しているということで，育児が成功するためには，：P 子供
ちゃんを儲しぱしぱ母児が目と目船わせ一たといとともに鰹育ってゆくこと力監望ましいことを考える

う・　』』　、　11 6汰’』1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と一そのような機会を与えることが少ない。＼助産介助者
（3）母は始めは指さき赫ちゃんの頬をさするが，数本位の分獅間題にされなけれぱならない．

分のうちに・』手のひらや頭をなで始める・・二 　分娩の場に，・母以外のものを立合うことがで紋，赤

（4）分娩に立合りた人の興鰍脚㌔・驚くほど産ちゃんの出生を傭する雰囲気をもりあげるζ
母も児

室の酬縮まってくろう・ 　　　　も醐して，母緩着行動が一層進むら
しいとの観察も

’（5）皆がジ測間赤ちゃんに見ほれる・』 　あるの恩腱の際の風助産婦の冷騰な行動は
（6）立合いの姓が母の身ずくろいをしてあげる・’望ましいにしても，臨床医として期待される母子翫こ対す

（？）赤ちゃんは・はじめ母の襯L腿をなめている温かい愛に譲打されたものであること秘要そうで

るが・5～6分のづちに母乳栄饗が始まる』乳房に取　　ある。r
りついて吸喝・始めるのであろう。・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上，助産関係者に意見ないし要望めいたことを記し
（8）両親は赤厩囁しかけるとき調子の高い声たが，産科学を知らない小児科医の木遜と批判されるヵ、

を用いる一これは贈軌めでないごとほ，赤ち・軌蜘れない．　
、 ・、 ・、r ．、 』，

以外に話しかけるときは，普段の声であることがら知ら

れるという 5　　　　　　　小児科医としてできることは〆すベゼ鋤産嬉齢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てゲ出生直後1新生児を観察，診察して， 要観寮，r二

要治
このよう螂鄭何を意味しているが酔塀釈が難し》・療のものを鑑肌て，リスクを除外きれた縦児は，唾

力柵子醸の発現と確立についての臨界期・櫨期にるべく速かに，慨の蜥動が進行しえる柵こ置レ、

鄭ては・』糀棚め齢多レ・ものの，それが生鹸にてやるこ．とであろう．・
、r

．

みられるとすれば徹われ磯会を与えるといらの　縦児にとづて多少の穂こ目をつぶらて，全分娩力書

が滴児の原則であろうから艶設分娩でもぞ磯会を鰍で行なわれるので撫ま，塒保健の流れの加、
与える試みは行なわれるべき縦思われる・・

鴬対象の全員が，舗家の監示下におかれる唯一の機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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会という利点を最大限殖生かさなければ，制度の怠慢と

批判されるのではあるまいか。；の点，分娩室に必ずし

も小児科医が参加しない現状は問題というべきであろ

う。

　V　結．　論
　母児の愛漕行動が，新生児期にすでに認められ，これ

が，子供砂健康な心理発達に何らかの関係があることが

研究されるようになってきているのに，我が国の分娩で

は，母子の主体性が認められておらず・またそれを認め

ようとする傾向も乏しいことを指摘した。

　家庭分娩の復活も一考に値すると考えられたが，我が

国の住宅蛮情，医療制度下では幻想に過ぎない。せめ

て，すべての分娩に小児科医が立合って，新生児の生理

と心理の最先端の知識に基ずいた育児指導を行なう≧と

もに，それらの症例を追及研究しながら新生児の生理と

心理に関する正確な知見を積み重ねてゆくことだろう。
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